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はじめに
　窓を割られた建物が放置されると、その建物
は管理されていないと受けとめられて、建物全
体が荒廃し、その荒廃が地域全体の犯罪率の上
昇につながる。逆にいえば、割れた窓などを放
置しないことが犯罪防止につながると考えられ
る。これに象徴されるような、軽微な犯罪の早
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要約　軽微な犯罪の早期解決がそれより重大な犯罪を抑止するという考え方を割れ窓理論
（broken windows theory）という。現在では、環境悪化放置の防止が地域の犯罪の抑止となる、
という観点から議論されることも多い。この理論の実践は1990年代半ばから米国において警察
主導の取り組みとして始まった。最近は、日本でも地域住民主体による落書き防止などの取り組
みとして盛んになっている。本研究は、地域環境悪化の放置および地域に立地する各種施設と、
中学生の非行容認度との間にどのような関係があるのかを検討し、非行防止対策への手がかりと
することを目的とした。
　福岡県内の中学２年生と矯正施設入所等中学生に対し、質問紙により以下の点を調査した。１）
校区の悪化環境の放置に関する認識について、２）校区に立地する各種施設について、３）非行
の容認について。その結果、悪化環境が放置されていると考える中学生は非行の容認度が高いこ
とが示唆された。いっぽう少年院等の中学生は、悪化が放置された環境で暮らしていたと考える
率が低かった。自らの住む環境の悪化が放置されていると感じるとき、中学生は非行を絶対悪だ
と考えなくなるが、放置状態に対して無頓着になると、実際に非行を犯す可能性が高まるとも考
えられる。また、校区に、ギャンブル場などがあると答えた中学生において非行を許す程度が高
かった。さらに、どんな施設であっても、立地する場合に環境が悪化していると認識する率が高
かった。
　以上の知見を踏まえると、落書きやゴミ放置などの公衆ルール違反を即急に解決することは、
中学生が非行を許さないと考えることにつながる可能性がある。犯罪の低減と同様、割れ窓理論
にもとづく具体的な取り組みが非行防止の一助となると考えられる。
キーワード　非行の容認　悪化環境の放置　割れ窓理論　中学生
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期解決がそれより重大な犯罪を抑止するとい
う考え方は、割れ窓理論（broken windows 
theory）とよばれる。現在では、環境を悪化さ
せる軽微な犯罪や公衆道徳低下が、その地域の
犯罪発生の上昇を招く、という観点から議論さ
れることが多いように見える。
　この理論は、Zimbardo, P. G.により1969
年に提唱された。米国の治安の良い地域と良く
ない地域にそれぞれ、ナンバープレートを外し、
ボンネットを開けた状態の自動車を放置した結
果、それぞれ、数時間または10分足らずの後
に部品が盗まれた上、車全体が破壊されていく
過程が観察された（Zimbardo, 1969）。このこ
とより、住民の属性などに関係なく、放置され
た破損自動車そのものが環境の荒廃や犯罪を誘
発することが示された。さらにWilson, J. Q.と
Kelling, G. L.は割れ窓理論を深く検討し、地
域社会によるinformal controlのメカニズム
の強化が、治安維持にとって最重要であると述
べている（Wilson and Kelling, 1982）。
　この理論の実践は、米国ニューヨーク市によ
り1990年代半ばから実施された。ニューヨー
ク市当局は軽微な犯罪を取り締まる警察官を増
強し、犯罪低減について一定の成果を認めた。
一方では、犯罪の取締りのためには多少の逸脱
行為を用いてもよいとする警察官の風潮が強ま
り、市民に対する警察官の粗暴な言動が増大し
たとの指摘もある。したがって、割れ窓理論の
実践にとっては、地域住民が主体となったボラ
ンティア活動等でのパトロールのほうが本質的
なのかもしれない。
　日本においての取り組みとしては、札幌市や
大阪市や群馬県伊勢崎市などでの実践例がある
（警察庁，2002）。これらはいずれも基本的に
警察主導のニューヨーク型の取り組みである。
いっぽう、地域住民が主体となったゴミの放置
の防止や落書き防止の取り組みなどが、全国的
に始まっている。例えば、鹿児島市繁華街の商
店主等による実践例などがあり、成果を上げて
いる。割れ窓理論は比較的明確な変数のみを扱
う考え方なので、地域住民参加型の犯罪・非行
防止対策としては有効であると考えられる。
　本研究は、以上の考え方を踏まえて、地域環
境の悪化放置のみならず地域に立地する各種施
設と、中学生の非行容認度との間にどのような
関係があるのかを検討し、非行防止対策への手
がかりとすることを目的とした。
方　　法
１．調査対象
　福岡県内の中学２年生（37校5142名）、およ
び、福岡県内の少年院等矯正施設入所者の中学
生67名。
２．調査期日
　中学校：2005年１月、および、2005年７月。
　少年院等：2005年６月。
３．回答の手続き
　教室にて配布し、無記名により回答。回答
後、用紙を回答者各自に密封してもらった上で
回収。
４．質問項目
　福岡県立大学と福岡県生活労働部青少年課の
共同事業として、「福岡県の青少年の生活意識
に関する調査」を作成した。この質問紙の中に、
以下のような項目を含めた。
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５．尺度の作成
１）非行容認度
問Ａのａ～ｍについて、「絶対に許せない」
に１点、「あまり許せない」に２点、「どちらと
もいえない」に３点、「少しぐらいは許しても
よい」に４点、「許してもよい」に５点を付与し、
この合計得点を算出した（α＝0.917）。さらに、
有効回答全体での得点分布をほぼ三分し、上位
（26点以上）を「非行容認度の高い群」、中位（18
～25点）を「非行容認度が中程度の群」、下位（17
点以下）を「非行容認度の低い群」とした。
２）悪化環境の放置度
問Ｂのａ～ｆについて、それぞれ、「そう思
わない」に１点、「どちらかといえばそう思わ
ない」に２点、「どちらかといえばそう思う」に
３点、「そう思う」に４点を付与し、この合計
得点を算出した（α＝0.763）。これは悪化した
環境をそのまま放置している度合いを表してい
る。さらに、有効回答全体での得点分布をほぼ
三分し、上位（18点以上）を「悪化環境の放置
度が高い」と認識する群、中位（14～17点）を「悪
化環境の放置度が中程度である」と認識する群、
問Ａ　あなたは、次のような行いについてどう思いますか。
ａ．タバコを吸う。　ｂ．シンナー遊びをする。　ｃ．覚せい剤を使う。　ｄ．暴走族の集
まりに参加する。　ｅ．援助交際をする。　ｆ．学校をサボる。　ｇ．万引きをする。　ｈ．
人の自転車に勝手に乗る。　ｉ．人を脅してお金を取る。　ｊ．殴るなどして人に怪我をさ
せる。　ｋ．アダルトビデオを見る。　ｌ．スプレーなどで落書きする。　ｍ．電車の中で
床に座る。
　「絶対に許せない」「あまり許せない」「どちらともいえない」「少しぐらいは許してもよい」「許
してもよい」の５件法で回答を求めた。
問Ｂ　あなたの校区についておしえてください。
ａ．なんとなく汚い。　ｂ．ゴミが散らかったままのところがある。　ｃ．ビルや家の窓が
割れたままになっているところがある。　ｄ．置きっぱなしになっている自転車やバイクが
多い。　ｅ．壁や道路に落書きが多い。　ｆ．不良っぽい高校生や若い人をよくみかける。
　「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」「どちらかといえばそう思う」「そう思う」
の４件法で回答を求めた。
問Ｃ　あなたの校区に、次のような場所はありますか。（複数回答）
デパート・ショッピングセンター。図書館・美術館。夜、若い人が集まる通りや公園。パチンコ屋。
ゲームセンター。進学や勉強に力を入れている学校。「18歳未満立入禁止」の店が集まってい
る場所。競馬や競艇など、ギャンブルをする場所。あてはまるところがない。
　なお、矯正施設入所者に対しては、問Ｂの質問文を「あなたが住んでいた校区についておしえ
てください。」とし、問Ｃの質問文を「あなたが住んでいた校区に次のような場所はありました
か。」とした。
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下位（13点以下）を「悪化環境の放置度が低い」
と認識する群とした。
結果と考察
１．悪化環境の放置と非行との関連
　ここでは、１）中学生が自らの地域の物理的
環境がどの程度荒廃していると考えているのか
を問い、２）これが非行の容認度とどのような
関係を持っているかを検討した。その結果を図
１に示した。
　この結果から、環境悪化が放置されていると
考える中学生は非行の容認度が高く、環境悪化
が放置されていないと考える中学生は非行の容
認度が低いことが示唆された。
　いっぽう、少年院等に入所している中学生は、
悪化が放置された環境で暮らしていたと考える
率が低かった（図２）。これは、少年院等の中
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図１　悪化環境の放置と非行との関係
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（中学校n＝5131、少年院等n＝67）
図２　中学校生徒と少年院等中学生の悪化環境放置に対する認識
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学生のほうが環境の悪化を放置しない地域に住
んでいたというより、彼らが悪化した環境に無
頓着であることを反映していると考えられる。
このことは、次項に述べるように、「近隣に立
地する各種施設」について、少年院等の中学生
ほうが中学校生徒よりも遊興施設・歓楽街・夜
に賑わう場所などの各種施設が立地していたと
回答する率が高かったことからも推察される。
　以上のことより、中学生が自らの住む環境の
悪化が放置されていると感じるとき、非行を絶
対悪だと考えなくなるが、放置状態に対して無
頓着になると、実際に非行を犯す可能性が高ま
るとも考えられ、興味深い。
２．近隣に立地する各種施設と非行との関連
　近隣する各種施設（文教施設・遊興施設）と
非行を許す程度との関係について検討した。各
種施設は、問Ｃの項目８種類である。各施設が
近隣に立地しているかどうかと非行を許す程度
との関係について、図３に示した。
　この結果、１）デパートやショッピングセン
ター、図書館や美術館、進学校の３種類がある
か否かは、非行を容認する程度との関係を持た
ないのに対して、２）夜に若者が集まる通りや
公園、パチンコ屋、ゲームセンター、18歳未
満入場禁止の店、ギャンブル場の５種類は、こ
の施設があると答えた中学生において非行を許
す程度が高かった。以上より、遊興施設が中学
生の日常生活圏（普段の生活をする地理的範囲）
内に立地することが非行との関係において問題
であることが分かる。ただし、物理的には近隣
に立地していても、関心がない中学生は「立地
していない」と答えている可能性もある。つま
り、存在そのものよりも、存在を身近に感じて
いることが問題なのかもしれない。文化施設に
ついては、ただ存在するだけでは、非行を低減
させることはない。
　いっぽう、少年院等の中学生は、遊興施設・
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図３　おもな施設の立地の有無と非行との関係（n＝4841　*：p＜.05, ***：p＜.001）
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歓楽街・夜に賑わう場所への回答が中学校生徒
よりも高かった。そのいっぽうで、図書館・美
術館への回答は低かった。
３．近隣する各種施設と悪化環境の放置との関
連
　問Ｃで問うた具体的な施設それぞれについ
て、該当すると答えたか否かによって悪化環境
の放置の具合が変動するかどうかを検討した。
その結果、遊興施設や繁華街のみならず、図書
館・美術館、進学校、デパート・ショッピング
センターに至るまでのすべての施設において、
立地すると答えた回答者は、近隣の悪化環境が
放置されていると考えている割合が高かった。
対照的に、具体的に立地する施設が「ない」と
答えた回答者は、悪化環境が放置されていると
考える割合が顕著に低かった（表１～３）。
表１　図書館・美術館の立地と悪化環境放置度との関係（％）
悪化環境の放置度
低い 中程度 高い 合計
立地する 36.2 39.3 24.5 100
立地しない 24.3 40.3 35.4 100
n＝5001　　x2＝109.44（df＝２）　　p＜.001
表２　ゲームセンターの立地と悪化環境放置度との関係（％）
悪化環境の放置度
低い 中程度 高い 合計
立地する 34.6 39.7 25.7 100
立地しない 23.8 39.9 36.3 100
n＝5002　　x2＝156.35（df＝２）　　p＜.001
表３　立地施設の有無と悪化環境放置度との関係（％）
悪化環境の放置度
低い 中程度 高い 合計
立地するものはない 27.1 40.4 32.6 100
立地するものがある 49.2 36.4 14.3 100
n＝5002　　x2＝172.19（df＝２）　　p＜.001
まとめ
　悪化環境が放置されている状態と、勉学に
とって好ましくない施設の立地は、ともに、中
学生が非行を絶対悪とは考えないことにつな
がっている。そのいっぽうで、悪化した環境に
無頓着になることは、実際に非行を犯すことに
関連していると考えられる。また、中学生にとっ
て、勉学向きの施設（文化施設等）が身近に存
在しても、悪化環境が解決されているとの認識
にはつながらない。
　これらを踏まえると、非行の少ない地域づく
りのためには、物理的環境の面からは、以下の
ような対策がその一助となる可能性をもつ。１）
地域全体として、落書き、ゴミの散乱、自転車
などを放置しないこと。２）落書き、ゴミの散乱、
自転車などが放置されているときに、それが好
ましくないことを中学生に認識させること。３）
遊興施設や歓楽街は、たとえ存在しても、それ
を日常生活から離れた存在として中学生が認識
するような工夫をすること。４）図書館や美術
館などの文化施設は、ただ存在するだけでは好
影響をもたらすことはない。これを踏まえた対
策を立てること。
　本研究では、身近な物理的環境に対する中学
生の認識が、非行を誘発する可能性との関係を
持っていることが示された。悪化した環境を放
置しないことにより、成人による犯罪のみなら
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ず中学生などの少年による非行をも防止できる
可能性がある。今後、地域行政や住民組織の連
携をさらに活性化した上での取り組み等が期待
されよう。
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